
緑と食品のリサイクルプラザで製造される堆肥＜（愛称）とよっぴー＞を活用した諸活動とその変化 

 

 ２００２（平成１４）年４月から堆肥化事業が始まりました。市民活動としては１９９９（平成１１）年夏から

活動を行っていましたが、本格的な堆肥化事業を契機に現在のような多様な活動が展開されるようになりました。 

 それでは、製造堆肥の推移を考察しながら、どのように活用されているのか、順次、活動の特徴を見ることとし

ます。 

 

１．堆肥化事業にかかる実績 

１）生ごみの投入量推移                                  （単位ｋｇ） 

年度 
残渣 

合計 
調理屑 食べ残し 米飯 パン 

２００５（平成１７）年度 74,457  49,210  11,470  － 135,137  

２００６（平成１８）年度 81,361  47,663  22,510  － 151,534  

２００７（平成１９）年度 83,962  47,578  24,180  － 155,720  

２００８（平成２０）年度 84,839  48,356  26,010  ※1,495     160,700  

２００９（平成２１）年度 89,683  47,795  27,770  ※2,092 167,340  

＊残パンは試行中であるため全量ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 事業開始後（当初２年間は部分的投入のため比較困難）の残渣類の内訳を検証すると全体的には残渣量が増加し

て推移していることが判明します。 残渣量を区分けして考察すると、調理屑は伸び続けており、２００５（平成

１７）年度に比べて約１５，０００トンも増加しています。米飯＜２００６（平成１８）年度から本格導入＞も同

様の傾向にあります。他方、給食の食べ残し量は３年連続減少傾向で推移していましたが、２００８（平成２０）

年度は一転して増加しました。しかし、２００９（平成２１）年度はそれ以前の水準に戻っています。 

  



 調理屑や米飯残渣が増加する傾向を正確に調査する必要があります。インフルエンザの発生や警報発令での休校

による給食中止、児童数の動向等が考えられますが、いろいろな要素があるものと考えられます。とくに、２００

９（平成２１）年度は、食数が増加していること。秋の天候不順で納品作物が小さいことなどが原因と考えられま

す。 

活動との関係では食べ残しが減少することを期待してきましたが、必ずしも活動と効果の側面では効果は現れて

いません。とくに、米飯の残渣量の増加が気にかかるところです。 

 

２）給食残渣類並びに剪定枝（副資材）の投入量と堆肥の製造量                （単位：トン） 

年度 生ごみ 剪定枝 製造量 

２００３（平成１５）年度 １０６ １４４  ９５ 

２００４（平成１６）年度 １３９ １２８ １０３ 

２００５（平成１７）年度 １３５ １１８ １０４ 

２００６（平成１８）年度 １５２ １５７ １１５ 

２００７（平成１９）年度 １５５ １３９ １０５ 

２００８（平成２０）年度 １６１ １４６ １１０ 

２００９（平成２１）年度 １６７ １６３ １２３ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

２００９（平成２１）年度ベースでは、給食の調理屑と食べ残しの量は１６７トン／年間（１８７日分）です。 

それに対して剪定枝を１６３トン／年間（同日数）を投入しています。堆肥化システム設計の際は１：１．２５の

割合で剪定枝を投入する予定でしたが、前年度では１：０．９１程度に減少していましたが、本年度はほぼ１：１

の割合でした。製造量は、投入物量に対して大体、２００５（平成１７）年度を除き３７～３８％前後で推移して

います。この２年間は部分的に残パンの投入実験を実施した量も入っています。 

  

㌧/年度 

  



３）製造堆肥の配布・頒布量の内訳の推移（単位：トン ％） 

年度 無料配布 有償頒布 

量 割合 量 割合 

２００３（平成１５）年度 ３７ ３８．９ ５８ ６１．１ 

２００４（平成１６）年度 ３７ ３５．９ ６６ ６４．１ 

２００５（平成１７）年度 ４０ ３８．５ ６４ ６１．５ 

２００６（平成１８）年度 ４５ ３９．１ ７０ ６０．９ 

２００７（平成１９）年度 ３８ ２４．５ ６７ ７５．５ 

２００８（平成２０）年度 ３５ ３１．８ ７５ ６８．２ 

２００９（平成２１）年度 ３０ ２４．４ ９３ ７５．６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 製造された「とよっぴー」の活用状況は有償頒布が無料配布を上回って推移しています。当初４年間は６０％程

度でしたが、最近は７０％前後と有償頒布の占める割合が高くなっています。有償頒布は毎回頒布量を制限してい

ますが、それでも割合が高くなる傾向となってきました。 

他方、無料配布も施設等では制限配布をしており、需要を抑える方向で対処してきた結果が現われています。 

とくに、２００７（平成１９）年度は有償頒布が７５％を越え、２００９（平成２１）年度は過去最高の有償頒布

量となりました。本年度は製造量が約１３トン増加したことから対応できましたが、今後は７０％程度に抑えなけ

れば無料配布量が不足することも懸念されます。結論的には「とよっぴー」に対するニーズが高く評価も定着して

いる証拠ともいえます。 

 なお、「市民農園」の更新時に新しい購入者を拡大するため、手続き会場で「とよっぴー」の宣伝を行っています。

そのため、この時期は新規購入者が増加を示すものの、通常はリピーターが多い傾向にあります。 

 製造量が限定されるだけに、頒布や配布に関しては計画を立てていますが、季節的に不足気味になる場合もあり、

  

㌧/年度 

 



調整が難しい場合も出ています。 

 

３）製造堆肥の配布・頒布内訳の推移                             （単位：kg） 

 配布・頒布先 

年度 

市事業所・ 

教育施設 

食の循環 

協力農家 

花いっぱい 

運動 

各種イベント 

・講習会 
有償頒布 

出荷量 

合計 

２００３（平成１５）年度 １６，０１４ ２２，６５７ ２，６０３ ２，７５８ ４４，４２９ ８８，４６１ 

２００４（平成１６）年度 ９，９６８ １８，７０３ ２，９８８ ４，７６１ ６６，２４０ １０２，６６０ 

２００５（平成１７）年度 １０，３７６ ２２，９８０ ２，４６７ ４，１１３ ６３，９７１ １０３，９０７ 

２００６（平成１８）年度 １５，０７０ ２３，５４０ ２，５３０ ３，４５６ ７０，３３６ １１４，９３２ 

２００７（平成１９）年度 １２，７８０ １６，１１０ ２，４１０ ４，６１５ ６８，９７８ １０４，８９３ 

２００８（平成２０）年度 １３，１４０ １３，６８０ ３，０５０ ４，８１６ ７５，２１８ １０９，９０４ 

２００９（平成２１）年度 １０，９００ １０，６２０ ３，３３０ ５，１８８ ９３，０７８ １２３，１１５ 

＊注：２００３（平成１５）年度出荷量合計が前項目1及び２と合わないのは年度当初の集約です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 頒布・配布の経年変化では、花いっぱい運動並びに各種イベント・堆肥化講習会での配布は絶対量も少なく全体

に大きな変化はありません。他方、食の循環での協力農家への配布は指定農園（箕面市内）や豊能地域での協力農

家の廃止により、２００７（平成１９）年度からは市内の協力農家２軒と豊中市農業者経営協議会研究部会（２７

軒）の農家のうち希望先に配布する量に限定され、減少傾向で推移しています。市事業・教育施設では毎年度決め

られた量を配布する一方で、有償で購入する場合が増加する傾向にあります。これは３年前から学校・幼稚園等で

の菜園支援や保育所での堆肥化支援の活動を行っており、その関係で有償購入が増えてきたものです。 

 開始当初は、「とよっぴー」の普及を図るため食の循環を兼ねて農家向け配布を強化してきました。そのため、一

  

㌧/年度 

 



定のウエイトを占めていましたが、指定農園（その後、協力農家が誕生）の廃止もあり、若干使用量が減るととも

に安定的な配布となっています。 

 

３）有償頒布の購入者数 

年度 購入者数（人） 

２００３（平成１５）年度 １，２２２ 

２００４（平成１６）年度 １，３３７ 

２００５（平成１７）年度 １，６１９ 

２００６（平成１８）年度 １，３２４ 

２００７（平成１９）年度 １，０９８ 

２００８（平成２０）年度 １，２７７ 

２００９（平成２１）年度 １，８０５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．循環型地域社会の形成に向けた啓発推進の活動 

 

 

 

 

【コメント】 

 有償頒布を開始して以降、年間１，０００人以上の購入者で推移しています。２００５（平成１７）年度は１，

６００人を越えましたが、大体は平均で１，３００人前後です。２００７（平成１９）年度は市広報での周知が従

来のような方法が取れなかったため減少することとなりました。２００８（平成２０）年度から従前の広報になっ

たことや、各種イベントでの宣伝頒布、「市民農園」の更新宣伝を強めたことから以前の水準に戻りました。 

 年間（１２・１・８月は基本的に頒布は休み）大体（月２回）１８回程度の頒布日となっています。第２土曜日 

の場合は多い時に８０人から３桁の購入者が訪れます。平日の第４水曜日は５０人前後の状況です。頒布時間は１

人/年度 
  



時間ですので、結構集中して買いに来られることとなります。以前は定期的の購入者アンケートを実施してニーズ

の把握に努めていました。傾向としては①安価 ②作物の生育に良い ③使いやすい 等の結果が出ています。 

 ただし、２０１０（平成２２）年度の４月は購入者が１００人を連続して越えており、再び人気が戻っている気

配が出ています。 

 

２．堆肥を活用した活動の実績 

１）堆肥化講習会の開催実績及び受講者数 

年度 
実施回数及び受講者数 

回数（回） 受講者数（人） 

２００３（平成１５）年度 ２９ ２５９ 

２００４（平成１６）年度 ２５ ２６６ 

２００５（平成１７）年度 ２１ ２７８ 

２００６（平成１８）年度 ２３ ２１５ 

２００７（平成１９）年度 ２９ ２８１ 

２００８（平成２０）年度 ２０ ２２１ 

２００９（平成２１）年度 ２２ １９３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 堆肥化講習会は当初、月２回定例的（第２土曜日及び第４水曜日）に実施してきました。途中から第４水曜日は

相談会の名称に変更しています。したがって、ここ２年は月１回の講習会及び出前講座の受講者数が大勢になって

います。また、一昨年までは堆肥化講習会（助成制度の申し込み受け付け）のみでしたが、受講者数の伸びを期待

することと、要望が強い「野菜の育て方」等の学習も兼ねて開催するようになり、昨年度は３回開催しました。そ

の際の受講者数は２桁になっています。受講者数は平均すると１回１０人前後ですが、出前講座等では団体を対象

としており、純粋の講習会は1桁台で推移する傾向となっています。 

人/年度 

  

回/年度 



２）堆肥化容器等助成制度の実績 

 堆肥化容器等の助成実績（件） 

コンポスト 密封バケツ ダンボール堆肥 堆肥化装置 

２００４（平成１６）年度 ２ １０ ４８ － 

２００５（平成１７）年度 １  ７ ３６ － 

２００６（平成１８）年度 ５ ３１ １４ － 

２００７（平成１９）年度 ０  ７ ５４ ０ 

２００８（平成２０）年度 ７ １１ ２６ ９ 

２００９（平成２１）年度 ７ ０ ２０ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 堆肥化講習会は、ダンボール堆肥の講習を軸に行っており、活動・活用助成制度の活用も多くはダンボール資材

に集中する傾向にあります。一時期密封バケツの助成が多数を占めましたが、現在では減少傾向です。堆肥化装置

（電動式・手動式）は２００７（平成１９）年度から実施しており、２００８（平成２０）年度では９件の申請が

ありました。 

 助成金額は一律で最高３，０００円です。自治体で実施している助成額に比較して相当に低額であり、それほど

魅力ある制度ではありません。家庭で生ごみを焼却しないで資源化する仲間を支援するのが本来的な制度の趣旨で

あることから、今後も金額を増額する可能性は低いといえます。 

 堆肥化講習会と助成制度を通じて仲間づくりを今後も強めることで、制度（堆肥化のノウハウの提供と支援）を

充実させることとなります。 

 なお、堆肥化講習会は定例以外に要請があれば出前講座も行っています。また、保育所・園でも堆肥化が促進さ

れるよう、支援の輪を広げていますが、現在のところは限られた保育所・園にとどまっており、裾野を拡大させる

ことが課題です。 

  



３）施設見学の対応 

年度 
施設見学の実績 

件数（件） 見学者数（人） 

２００３（平成１５）年度  ９   １９０ 

２００４（平成１６）年度 ２９   ５０７ 

２００５（平成１７）年度 ２２   ４０７ 

２００６（平成１８）年度 ４８ １，１３０ 

２００７（平成１９）年度 ３６   ８２８ 

２００８（平成２０）年度 ２９ １，０８３ 

２００９（平成２１）年度 ３１ ９０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 開設当初から数年は、府外からの見学が多くありましたが、現在では一般的な見学も含め少なくなる傾向にあり

ます。都市部における堆肥化システムの先進的施設として注目が高まり、自治体・議会関係者の見学も結構ありま

した。 

 今では、「とよっぴー農園」での農体験の際に見学をセットにしており、件数に比して見学者数が多いのはその理

由によります。見学者の年齢構成はしたがって小学生が多い特徴があります。 

 見学は、最初に施設職員からシステムの説明があり、その後、施設が誕生した経緯や稼働後の市と市民の役割分

担や市民活動の内容を説明するように努めています。 

 場所的には非常に説明が難しい外部要因（騒音）があり、説明に苦労していますが、一人でも多くの理解者をつ

くるため今後とも施設見学対応が必要です。 

市内の市民や活動諸団体あるいは農体験に来ない小学校の見学者等を増加させるとともに給食残渣が肥料に再利

用されることを知っていただくことが大切です。 

件／年度 

人／年度 

  



４）「とよっぴー農園」体験事業 

年度 
実施回数及び受講者数 

回数（回） 受講者数（人） 

２００４（平成１６）年度  ７   １６０ 

２００５（平成１７）年度 １４ １，１７４ 

２００６（平成１８）年度 ２３   ６７１ 

２００７（平成１９）年度 ２２ １，５４３ 

２００８（平成２０）年度 ４１ ２，８９４ 

２００９（平成２１）年度 ４０ ２，４４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 「とよっぴー農園」での農体験活動は２００４（平成１６）年度からスタートしました。それまでは指定農園で 

ある柳澤農園（箕面市）や豊能の農地（サツマイモ収穫）で実施していました。「とよっぴー農園」は堆肥化施設に

併設して堆肥を活用した実験農園を設けることで、堆肥の有効性の実証と農作業（植え付けや収穫等）の体験を通

じて作物の育ちや大切さを理解していただく機会として開いたものです。 

 体験の対象は、保育所、幼稚園、小学校から一般市民（親子）まで幅広い範囲になっています。内容的には、サ

ツマイモ、ジャガイモ、タマネギ、カボチャから大豆、大根、小松菜、ホウレン草等多様です。最近は、「ミニミニ

田圃」で稲作にも挑戦しているところです。 

 農園は当初１か所でした。その後拡大が続き現在では３か所（約８００㎡）となりました。また、ミニミニ田圃

も面積を広げる予定で、農体験事業がますます充実化されていきます。 

 都市部での農体験の場所は貴重な存在であり、「農と食」の観点から今後とも継続した活動が必要でしょう。その

ため農園長を中心にした努力が傾注されていきます。 

回／年度 人／年度 

  



５）講座型環境学習（出前等講座） 

年度 
実施回数及び受講者数 

回数（回） 受講者数（人） 

２００５（平成１７）年度  ２   １２０ 

２００６（平成１８）年度  ７   ６６１ 

２００７（平成１９）年度 １９ ２，１１８ 

２００８（平成２０）年度 １２ １，２５０ 

２００９（平成２１）年度 １３ １，０１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 ２００５（平成１７）年度より、従来から実施してきた「とよっぴー農園」での農体験活動を広げるため、小学

校・幼稚園の菜園に着目して菜園を活用した作物栽培の支援を開始しました。 

 当初は、菜園に限定した支援だけでしたが、児童と一緒に作業をする中で、経験したことを教室でおさらいを行

い、あわせて農や食に関して興味を深める機会を設けるようになりました。その結果、２００７（平成１９）年度

からは学校数も増加し、受講する児童も増えています。 

 学校菜園支援からスタートした出前講座は、実践から教室での学びも加わり、多角的になりました。この点は、

活動スタッフの専門的知識を評価した学校側の判断もありますが、献身的な活動の実積が認められたことでもあり 

ます。 

 もともと、学校菜園は理科の教材がメインです。菜園支援を開始した際は多少の戸惑いもありました。しかし、

関係性が強まる中で、作物栽培の意義も高まり、アドバイスを通じて教室での環境学習に発展し定着するようにな

りました。 

 ２０１０（平成２２）年度で菜園支援の事業総括書を作成する予定です。 

人/年度 回/年度 

  



６）地産地消の活動（野菜の頒布） 

年度 
頒布実績 

回数（回） 購入者数（人） 

２００３（平成１５）年度 １１ １，２４２ 

２００４（平成１６）年度 １５   ９００ 

２００５（平成１７）年度 １０   ８１１ 

２００６（平成１８）年度  ５   ５００ 

２００７（平成１９）年度 １３   ８４０ 

２００８（平成２０）年度 １６ １，１３１ 

２００９（平成２１）年度 ２３ １，６３１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 ２００４（平成１６）年度から「とよっぴー」を活用して育てた作物の直販活動を始めています。これは堆肥の

活用を通じて循環モデルと資源の有効性を実証するもので、各種のイベント等で協力農家の作物を頒布してきまし

た。２００８（平成２０）年度からは毎月第２水曜日に「地産地消イベント」として定期的に野菜を提供しており、

購入者が増加しています。さらには、２００９（平成２１）年度から別の場所（さわ病院）での定例頒布も実現し、

月２回の頒布となりました。 

 有機性資源を活用した堆肥による栽培作物は安全・安心な作物として消費者からは好評を得ています。出品する

農家は２～５軒で、当初より増えてきました。 

 現在の直販活動は、前述の定例頒布に加え「とよっぴー祭り」「市民環境展」「連合メーデ前夜祭」等です。常設

の直販場所の確保が悲願ですが、財政面から困難な状況で大きな課題です。 

 また、協力農家の拡大と定期的（回数の増加）な頒布回数の増大を通じて常設化の道を展望しなければなりませ

ん。 

人/年度 回/年度 

  



７）地産地消の活動（学校給食食材の納入） 

年度 
納入実績 

回数（回） 種類数（数） 

２００５（平成１７）年度  ８    ４ 

２００６（平成１８）年度 １９    ７ 

２００７（平成１９）年度 ３３   １０ 

２００８（平成２０）年度 ３６    ９ 

２００９（平成２１）年度 ３１    ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 学校給食の調理屑と食べ残しが現材料であり、それを活用して製造された堆肥であることから、堆肥を活用して

栽培した作物類を給食の食材に提供することができれば資源の循環が完結します。その観点で協力農家からの野菜

の提供可能性を探る一方で、給食の関係者と幾度か接触を図る中で２００５（平成１７）年度に初めて「ネギ」の

納入が実現して給食における「地産地消」が実現しました。 

 本当に僅かな量でしたが、この経験を踏まえ市農業委員会や豊中農業経営者協議会研究部会、JA 大阪北部農業

協同組合との連携の基盤が整い、２００７（平成１９）年度に２７軒の農家による「豊中産米」と「玉葱」の納入

が実現し、定期的納入のルートが確立しました。また、２００５（平成１７）年度以来納入している２軒の農家は

継続して納入する実績を積み、量的には限定されるものの季節に沿いながら野菜を納入して現在に至っています。     

「玉葱」の納入は本年２００９（平成２１）年度まで４年連続続いています。 

 ここに至るには農業者との関係づくりに奔走してきた経緯があります。当初は、「とよっぴー」に対する評価も含

め、市民活動との連携は難しい実情でしたが、中心的な農業者の特段の踏み込みによって「とよっぴー」に対する

認識が変化して関係性が確立することとなりました。 

 歴史を振り返ると、相当の努力が報われたといえます。 

種/年度 回/年度 

  



８）花いっぱい運動の展開 

年度 実施場所数 

２００３年度 ２０ 

２００４年度 ２７ 

２００５年度 ２７ 

２００６年度 ２９ 

２００７年度 ３１ 

２００８年度 ３２ 

２００９年度 ３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

 最初の活動が「花いっぱい運動」です。堆肥の活用先が当初はなかなか増えないことから花壇づくり等の使用し

ていただくことから出発しました。 

 その後、農業者の活用もはじまり、「とよっぴー」を通じた多様な活動が展開されるようになりましたが、「花い

っぱい運動」も増加で推移して現在に至っています。 

 

おわりに 

 主要な活動の推移を振り返りました。活動を開始して以降、順調に活動が進んでいます。また、地域影響力も前

進しています。 

 今後とも活動の検証を行いながら、有機性資源の循環モデルの形成のためにさらなる努力を行っていきましょう。 

 

 

数/年 

  


